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人工種苗マハタ オニオコゼ シマアジおよび

ニシンにおける鼻孔隔皮欠損の出現状況

松岡正信*1 

Deformity of the Inter-nostril Epidermis in Artificially Raised Juveniles of 

Sevenband Grouper (Epinephelus septemfasciatus)ラ

。evilStinger (Inimicus japonicus)ラ StripedJ ack (Pseudocaranx dentex，人

and Pacific Herring (Clupea pallasii) 

Masanobu恥1ATSUOKA

The occurrence of deforrnity of the inter-nostril epiderrnis was examined in artificially raised juveniles 

of sevenband grouper (Epinephelus septemfasciatus)， d巴vilstinger (1nimicus japonicus)ラ str旬edjack (pseu-

docaranx dentω)， and Pacific herring (Clupea pallasii). In four sevenband group巴rrearing groups， 38.4%ラ

89.2%， 96.0%， and 99.0% of specimens had deformed nostrils (two of these groups were produced by the 

same fisheries farrning center). Deformed nostrils were present in 39.3% of devil stinger. Two study groups 

of striped jack had deformity rates of 20.9% and 29.8%. Only 4.3% of specimens of Pacific herring group 

had defonned nostrils. These results suggest that， in sevenband grouper， deformity of the inter引 ostrilepi幽

derrnis can be used as an artificial tag in release幽recaptureexperiments. 

2008年 9月9日受付. 2008年 12月24日受理

人工魚、に特有の鼻孔隔皮欠損は，前鼻孔と後鼻孔の間

の摘皮が短縮し両鼻孔が連続する形態異常の一種で¥

マダイ Pagrusmajorで最初に発見された 1)。天然魚、で

は，鼻孔隔皮欠損はほとんど認められない 2.3)。そこで

一部の地域ではマダイの種苗放流 再播試験の際，鼻孔

摘皮欠損が人工標識として用いられているヘ従って，

マダイの他にこのような可能性を持つ魚種を見出すこと

は価鑑があると考えられる。これまでに調べられた 18

種類中 16種類で鼻孔摘皮欠損が認められている村。松

岡5)は，胎生魚、の中でメバル Sebastesinermisとカサゴ

Sebastiscus marmoratusが， また，干公悶*2はカレイ科の

中でホシガレイ Veraspervariegatusが鼻孔隔皮欠損を人

工標識として使用し得る可能性を示唆している。本研究

では，重要栽培漁業対象魚種であるマハタ Epinephelus

septemfasciatus. オニオコゼlnimicusjaponicus. シマアジ

Pseudocαranx dentexおよびニシン Clupeapallasii につい

て鼻孔隔皮欠損の出現状況を調査しその人工種苗襟識

としての利用可能性について検討したので報告する。

研究に用いたマハタの標本は 2007年に生産された。

三重県の襟本は，別々の水槽で生産された A標本(平

均全長 23.8mm) と8標本(伺 19.6mm)である。愛媛

県の標本は，平均全長 28.1mmであり，大分県の標本は

同 32.3mmである。オニオコゼの標本は，愛媛県(開

25.61mn)で 2002年に生産された。シマアジの標本は，

愛媛県(同 29.0mm) と大分県(同 69.1mm)で20例年

に生産された。ニシンの標本は，北海道(同 47.2mm)
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で 2004年に生産された。これらの標本を 10%ホルマリ

ン液で固定し，後に 70%エチルアルコール中に移した。

これらの標本の鼻孔状態を確認するため，実体顕微鏡

下で落射光を当てて観察した (若魚、や成魚、であれば肉眼

で観察できる)。 鼻孔周辺の色素が薄い標本は，サイア

ニン 5R(石津製薬株式会社)の飽和水溶液の約 10倍量

の希釈水液に 2~3 分浸漬して染色した後，淡水中で観

察した。この薬剤は，染色後の標本を 70%エチルアル

コール中に入れると溶解するので，使用上非常に便利で

ある。

鼻孔隔皮欠損の程度の指標として，体側の片側だけの

欠損と両側の欠損を区別した。鼻孔隔皮の発達段階は安

楽ら 6)の区分を若干改変し鼻孔隔皮が全く発達してい

ないものをステージ 1，鼻孔隔皮の伸長の程度の低いも

のをステージII，上下の鼻孔隔皮が接する付近まで伸長

しているか重複しているが，癒合しておらず，ピンセッ

トの先端で容易に分離が確認されるものをステージEお

よび完全に癒合して前鼻孔と後鼻孔に明瞭に分かれたも

のをステージN (正常) とした。両側の鼻孔について

は，例えば，片側がステージEで他方がステージEの場

合は II+mと表した。左右は考慮しなかった(表 1)。

全ての標本においてステージ Iは認められなかった。

三重県のマハタの A標本における片側の鼻孔隔皮欠

損は 1.0%，両側の欠損は 98.0%，合計 99.0%と非常に

高かった。このうち，II+IIの個体が 97.0%と大部分

を占めた (表 1)0 B標本においては，片側の欠損が

26.5%，両側の欠損が 62.7% 合計 89.2%であった。こ

のうち， II+IIの個体が 61.8%，II + Nの個体が 26.5%

と大部分を占めた(表1)0 A標本と B標本は片側の欠

損と両側の欠損の比がやや異なっていた。愛媛県のマハ

タにおける片側の鼻孔隔皮欠損は 23.2%，両側の欠損は

15.2%，合計 38.4%であった。 このうち， II+IIが

13.6%， II + Nが 21.6%であった(表1)。写真 1Aはス

テージN (正常)の鼻孔を 写真 lBはステージ Eの鼻

孔を示している。大分県のマハタにおける片側の鼻孔隔

皮欠損は 8.1%，両側の欠損は 87.9%，合計 96.0%と三

重県の A標本に次いで高かった。このうち， II+IIが

84.8%， II + mが 3.0%，II + Nが 8.1%であった (表1)。

愛媛県のオニオコゼにおける片側の鼻孔隔皮欠損は

24.1%，両側の欠損は 15.2% 合計 39.3%であった。こ

のうち， II+IIは 12.5%， II + Nは 19.6%，m + Nは

4.5%であった (表1)。写真 2は片側が正常で，他方が

鼻孔隔皮欠損の鼻孔を示している。

愛媛県のシマアジにおける片側の鼻孔隔皮欠損は

10.6%，両側の欠損は 19.2% 合計 29.8%であった。こ

のうち，片側の欠損は全て II+N，両側の欠損は全て E

+IIであった (表 1)。大分県のシマアジにおける片側

の鼻孔隔皮欠損は 10.9%，両側の欠損は 10.0%，合計

20.9%であった。この標本はステージEの標本が多く ，

m+mが 6.4%， m + Nが 9.1%であった (表1)。
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写真 1 人工種苗マハタの鼻孔 (サイアニン 5R染色標本)

A ステージN (正常)鼻孔(矢印) 前鼻孔と後鼻孔
が明瞭に離れている 弘前鼻孔， p，後鼻孔
B ステージE鼻孔隔皮欠損(矢印) 前鼻孔と後鼻孔
が連結している 横棒は lmmを示す

写真 2. 人工種苗オニオコゼの片側鼻孔隔皮欠損 (サイアニン
5R染色標本) 右側 。ステージN(正常)鼻干し(矢
印)。前鼻孔と後鼻孔が明瞭に離れている 弘前鼻孔，

p，後鼻孔左側 ステージ E鼻孔隔皮欠損(矢印).
前鼻孔と後鼻孔が連結している 横棒は lmmを示す



シマアジおよびニシンの鼻干しの観察結果オニオコゼ¥表1.人口種苗マハタ，

鼻孔異常ステージ
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ではないことから，現在大規模な撞苗生産・種苗放流に

しては注意が必要とされており，安全で安心な新たな

人工標識の作出が望まれている7)。鼻孔隔皮欠損は形態

異常の一種ではあるが， I食」に演しては問題がなく観

察も容易である。このように，これまでに鼻孔隅皮欠損

を人工襟識とする可能性が示されたのは，マダイの他に

は(トラフグ Tak抑gurubripesもその可能性が高い 8))， 

メバルとカサゴ5) ホシガレイネおよび、マハタ(本研究)

のみである。 JII村9)は鼻孔の正常な天然マダイと鼻孔隔

皮欠損の多い養殖マダイについて 6種類のアミノ酸に対

する嘆覚感度を調べたところ，両者に差があるとはいえ

なかったと報告している O また，傍島ら 2)はマダイの鼻

孔隔皮欠損魚、は正常魚、と比較して，特に成長が劣ること

はないことを明らかにしている。このように，鼻孔隔皮

欠損魚、と正常魚、の機能や生態にほとんど違いはないもの

と考えられる。今後，欠損要国が解明された場合には，

欠揖を人工標識として用い得る魚種が増加することも考

えられる。

国ネおよび w'は奥干しl頭皮の発育段階を示している

北海道のニシンにおける片側の鼻孔隔皮欠損は 2.1%，

両側の欠損は 2.1%，合計4.3%と鉱い笹であった。本撞

における欠損の組み合わせのうち，全てにおいて僅かな

がら出現した(表1)。

マハタでは 4標本観察したうち， 3標本が 89.2%以上

の高率で鼻孔隔皮欠損を起こしており， 1襟本のみ

38.4%とやや低率で、あった。このことから，マハタにお

いては鼻干し隔皮欠損を人工標識として用い得る可能性が

高いと判断される。オニオコゼ、の欠損率は 39.3%であ

った。 l標本しか観察していないので早急に結論は出せ

ないが，片側欠損が多く，人工標識として用い得る可能

性は低いと考えられる。シマアジの欠損率は約 20-

30%であった。このように低率では人工標識として用

いることはできないと恩われる。ニシンの欠損率は

4.3%と極めて低く，人工標識として用いることはでき

ない。従来，耳石の人工標識として用いられてきた TC

(テトラサイクリン)は抗生物質であり， ALC (アリザ

リン・コンブレクソン)もその安全性が保証されたもの

日本，
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諦辞

本研究に用いた標本を提供して頂いた紺北海道栽培漁

業振興公社羽幌事務所，三重県科学技術援輿センター水

産研究部尾鷲水産研究室，愛媛県栽培漁業センター，

(独)水産総合研究センタ一瀬戸内海区水産研究所伯方島

栽培技術開発センター，大分県農林水産研究センター水

産試験場，間大分県漁業公社上浦事業所の戦員各位に深

く感謝申し上げる。
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瀬戸内海の開放性の高い海域に形成されたアマモ｜オオクチパスの耳石と鱗へのアリザリン・コンプ

場における潜水式固い網を用いた生息生物の種組｜レキソンによる染色

成と空間分布の調査

森口朗彦・高木儀昌

開放性の高い海域におけるアマモ場造成の意義を明ら
かにするため，山口県周防大島町の逗子ヶ浜地先の海域
に形成されているアマモ場を調査対象に，潜水式固い網
を用いて生息生物の種組成および空間分布を詳細に調査
した。その結果，生息魚類種数は閉鎖性の高い海域に比
較して少ないが，餌料生物として利用されやすい小型甲
殻類は，多様な種が生息していることが明らかとなっ
た。また，魚類・小型甲殻類ともにアマモ場内に多く生
息し，アマモ場外では著しく少なかったことから，アマ
モ場が存在しない，あるいは消失した海域にアマモ場を
造成することで，多様で豊かな生物環境が形成されるこ
とが示唆された。

水産技術， 1(2) ' 53-64, 2008 

加納光樹・久保田正秀・荒山和則

オオクチパス稚魚（体長約 3cm）の耳石および＼鱗を

アリザリン・コンプレクソン（ALC）で染色する際の最

適条件を調べたところ，耳石と鱗は ALC濃度 lOOmg/Q 

で24時間浸漬することで確実に染色され，その標識は

少なくとも l歳魚（体長 15～ 17cm）になるまで残存す

ることがわかった。この結果を受けて，外来生物法に基

づいて飼養等の許可を得た施設におけるオオクチパスの

不適切な利用を効率的に検知するために， ALC標識を

用いたモニタリングシステムを提案した。

水産技術， 1(2)' 71-75, 2008 

歩脚欠損を指標としたクルマエビの中間育成密度 l人工種苗マハタ，オニオコゼ，シマアジおよびニ

に関する一考察 ｜シンにおける鼻孔隔皮欠損の出現状況

山根史裕・辻ヶ堂諦 ｜松岡正信

砂を敷いた陸上水槽で、クルマエピを体長 50mm（体重｜ 人工種首マハタ オニオコゼ シマアジおよびニシン

1.5g）まで中間育成する場合の適正な飼育密度について，｜における鼻孔隔皮欠損の出現状況を調べ，種苗放流一再

歩脚欠損の発生状況から考察した。平均体長 15mm前｜捕試験における人工標識としての利用可能性について検

後のクルマエピを 1,000尾Im2で育成すると，歩脚欠損｜討した。 4標本観察したマハタのうち， 3標本が90%前

は平均体長 30mmまで減少するが，それ以降増加に転｜後以上の欠損率を示し，本種における人工標識となる可

じ，潜砂能力が低下した個体の割合も増加した。この結｜能性を示唆した。オニオコゼの欠損率は 39.3%であった

果から，本育成条件下では，平均体長 30mmで取り上｜が， l標本の結果故に早急に判断できない。シマアジは

げるか，平均体長 50mmまで育成するならば当初の収 I20.9%と29.8%，ニシンは 4.3%と低い欠損率を示し，

容尾数を減らす，あるいは途中で分槽して密度を調整す｜人工標識としては利用できないと考えられる。

ることが質の高い放流種苗を生産する上で必要と考えら

れた。
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